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(１) 事業所名及び代表者

丸井建設工業　株式会社

Eメール　marui-kk@amail.plala.or.jp

代表取締役社長　筒　井　正　治

(２) 所在地

・本社　　 〒779-0315 ・作業所　 〒779-0315

鳴門市大麻町市場字東原65番地3 鳴門市大麻町市場字東原70番地1

TEL088-689-0892　FAX088-689-2048 TEL088-689-2890  FAX088-689-2480

(３) 環境管理の責任者及び連絡先

・環境管理責任者 吉　田　忠　幸

TEL 088-689-2890

(４) 事業内容

1）総合建設業 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、石工事業、

鋼構造物工事業、　舗装工事業業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業）

許可番号 徳島県知事許可（特-03)第410号

産業廃棄物収集運搬業許可証　許可番号3600154580（自社分のみ運搬）

(５) 事業の規模

単位 令和03年度 令和04年度 令和05年度

百万円 160 304 369

人 6 6 6

㎡ 36.0 36.0 36.0

㎡ 48.6 48.6 48.6

(６) 取組の対象組織及び活動

１）組織組織 丸井建設工業　株式会社　本社、作業所

２）活動 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、石工事業、

鋼構造物工事業、　舗装工事業業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業）
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床面積(本社・事務所）

床面積(作業所）

Ⅰ、組　織　の　概　要

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
marui-kk3@amail.plala.or.jp

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
marui-kk2@amail.plala.or.jp

活動規模

売上高

従業員
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・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営レポートの作成

全従業員
・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境事務局

・環境経営システムの実施

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成

・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成

・環境活動実施計画の実績集計

・環境方針の周知

・従業員に対する教育訓練の実施

・関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

環境管理責任者

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境活動実施計画書を承認、環境経営レポートの確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

社　　長

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間、技術者を用意

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標の設定を承認、環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

事 務 部 工務部(作業所･加工場･倉庫)

吉 田 忠 幸

　役割・責任・権限

代 表 取 締 役

筒 井 正 治

環 境 管 理 責 任 者

吉 田 忠 幸

環 境 事 務 局

吉 田 忠 幸

作成責任者： 吉田忠幸

作成日： 平成26年6月1日

実施体制図及び役割・責任・権限表
改訂日： 令和6年6月1日



　　　　　　総合建設業として顧客の信頼を得る誠実な施工をモットーに、

　　　　　公明正大な営業と施工技術の革新を通じて、事業の永続的な発展につとめ、

　　　　　地域社会・従業員・協力会社の繁栄と幸福に貢献します。

　取り組みます。

1

2

3 グリーン購入の推進に取り組みます。

4

5 再生資源の積極的利用の推進

私たちは、環境に関連して適用される法令、及び、その他の同意する要求事項
を遵守します。

改定

作成

2019年5月31日

2014年1月6日

丸井建設工業　株式会社

4

筒 井 正 治

環境経営理念と環境経営方針

[環境経営理念]

　　　　　丸井建設工業は、

[環境経営方針]

環境経営理念に基づき、以下の環境経営方針を定め、環境経営の継続的改善に

常に環境への負荷を意識し、適正な処理を行ないます。

代表取締役 　　                   

二酸化炭素、廃棄物、排水量の削減に全員で取り組みます。

環境方針は、全員に周知するとともに、環境活動レポートにより公表します。



様式：5-02

R05年度環 境 活 動 計 画 ・実 績 表 

数値目標：○達成、×未達成 作成責任者：

（累計値が3ヶ月連続未達成及び年度目標未達成の場合は是正処置実施） 作成日：
活動計画：◎良くできた、○概ねできた、△あまりできなかった、×全くできなかった

6月 7月 8月 1四半期 9月 10月 11月 2四半期

達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況

〇 〇
5月～１０月 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ - ○ 取組継続 ○
１１月～４月 吉田 - - - - 取組継続 ○ - - ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○

　

〇 〇

通　　年 吉田 ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

通　　年 吉田 ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

通　　年 吉田 ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○
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電力使用量の削減

次への
取組内容

取組結果と
その評価
（第2四半

吉　田　　忠　幸

夏場の冷房温度を下限28℃に設定する

冬場の暖房温度を上限20℃に設定する

照明器具・ｴｱｺﾝ・窓の掃除を2ヶ月毎に実施する

パソコン・コピー機等は未使用時電源をOFFにする

休憩時は事務所・作業所は消灯する

燃料使用量の削減

急ブレーキ・急発進の禁止

乗り合わせを徹底し現場への通勤車両台数を削減する

アイドリングストップの徹底

重機・車両の使用前点検を実施する

ICTの活用

上水道使用量の削減

洗車・洗い物時に水を出しっぱなしにしない

水洗トイレの水タンクにペットボトルを設置する

産業廃棄物資源化

資源ゴミは確実にリサイクルを行う

分別の徹底と適正処理

マニフェスト管理

再生資源利用推進

特記事項に明示していない場合は再生資源を利用する

発生残土は発注者と協議して可能な限り利用する

グリーン購入促進

事務用品等購入時はエコマーク製品を選択する

2024年6月1日

項目 取組計画 日程
責任者

（担当者)
次への

取組内容

取組結果と
その評価
（第１四半

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
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物
排
出
量
削
減
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リ
ー
ン
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推
進

再
生
資
源
利
用
推
進

排
水
量
の
削
減



様式：5-02

R05年度環 境 活 動 計 画 ・実 績 表 

数値目標：○達成、×未達成

（累計値が3ヶ月連続未達成及び年度目標未達成の場合は是正処置実施）
活動計画：◎良くできた、○概ねできた、△あまりできなかった、×全くできなかった

5月～１０月 吉田
１１月～４月 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

　

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田

通　　年 吉田
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電力使用量の削減

夏場の冷房温度を下限28℃に設定する

冬場の暖房温度を上限20℃に設定する

照明器具・ｴｱｺﾝ・窓の掃除を2ヶ月毎に実施する

パソコン・コピー機等は未使用時電源をOFFにする

休憩時は事務所・作業所は消灯する

燃料使用量の削減

急ブレーキ・急発進の禁止

乗り合わせを徹底し現場への通勤車両台数を削減する

アイドリングストップの徹底

重機・車両の使用前点検を実施する

ICTの活用

上水道使用量の削減

洗車・洗い物時に水を出しっぱなしにしない

水洗トイレの水タンクにペットボトルを設置する

産業廃棄物資源化

資源ゴミは確実にリサイクルを行う

分別の徹底と適正処理

マニフェスト管理

再生資源利用推進

特記事項に明示していない場合は再生資源を利用する

発生残土は発注者と協議して可能な限り利用する

グリーン購入促進

事務用品等購入時はエコマーク製品を選択する

項目 取組計画 日程
責任者

（担当者)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

グ
リ
ー
ン
購
入
推
進

再
生
資
源
利
用
推
進

排
水
量
の
削
減

作成責任者：

作成日：

12月 １月 ２月 3四半期 ３月 ４月 ５月 通年

達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況 達成状況

〇 〇

- - - - 取組継続 ○ - - ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○

◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 取組継続 ○

〇 〇

◎ ○ ○ ◎ 取組継続 ○ ○ ○ ◎ ◎ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

○ ○ ○ ○ 取組継続 ○ ○ ○ ○ ○ 取組継続 ○

〇 〇

◎ ○ ○ ◎ 取組継続 ○ ○ ○ ◎ ◎ 取組継続 ○
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次への
取組内容

取組結果と
その評価
（第3四半

次年度の
取組内容

取組結果と
その評価
（第4四半

吉　田　　忠　幸

2024年6月1日



様式：5-01 作成責任者：

作成日：

更新日：

年　　度 基準値 R06年度 R07年度

項　　目
環境方針と整合 H30年度 目標 実績 目標 目標

目標 146,049 143,128 77,949 141,697 140,266

目標値達成率 183.6%

基準年度比 98% 97% 96%

目標 100% 100% 99.3% 100% 100%

目標値達成率 99.3%

基準年度比 100% 100% 100%

目標 532 521 397 516 511

目標値達成率 131.2%

基準年度比 98% 75% 97% 96%

目標 7 7 7 7 7

目標値達成率 100%

基準年度比 100% 100% 100%

目標 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

目標値達成率 100%

基準年度比 100% 100% 100%

目標 6.1 6.0 2.1 5.9 5.8

目標値達成率 285%

基準年度比 98% 97% 95%

※１．電力のCO2発生量については、四国電力のH30年度、調整後排出係数 0.528（㎏-CO2/kWh）を使用した。

CO2排出量

産業廃棄物資源化率

排水量

グリーン購入件数

再生資源使用率

吉　田　忠　幸

2024年 6月 1日

環 境 目 標 設 定 ・達 成 報 告 書 2024年 6月30日

中期目標（3カ年）
R05年度

2023.06～2024.05

CO2排出量

産業廃棄物資源化率

排水量

グリーン購入件数

再生資源使用率

目標達成、今後は削減に取り組む

CO2排出原単位

目標未達成達成、現場に応じて産業廃棄物が変化するので今後も引き続き分別
に取り組む

目標達成、今後もこまめに蛇口を締め、削減に取り組む

目標達成、さらにグリーン購入に努力する

目標達成、今後も引き続き削減に取り組む

7



Ⅵ.環境関連法規の違反・訴訟等の有無

　環境関連法規について遵守状況をチェックしたところ、違反はありませんでした。

また、関係機関からの違反の指摘、住民等からの苦情、訴訟は過去三年間ありませんでした。

・廃棄物の排出適正処理

・収集運搬・処分業者との適正な契約

・マニュフェストの発行と管理

・廃棄物置場の表示と保管基準の遵守

・毎年6 月末までに徳島県にマニュフェスト交付状況を

届け出する

・規制規準の遵守

・対象建設工事の届け出

・適合品の購入

・消防用設備の点検

・浄化槽の定期検査

8

浄化槽法

グリーン購入法

消防法

主な適用法規等 要求事項

産業廃棄物処理法

徳島県生活環境保全条例

（騒音に関する規制）

建設リサイクル法



様式：13-01 作成責任者(代表者)：

作成者(環境管責)：
■定期見直し
（年度修了後）

□臨時見直し 実施日：

CO2排出量削減 183.6% ○ 今後も目標達成を目指すこと

産業廃棄物資源化率 99.3% ○ 今後も目標達成を目指すこと

排水量削減 131.2% ○ 今後も目標達成を目指すこと

グリーン購入促進 100.0% ○ 今後も目標達成を目指すこと

再生資源利用率促進 100.0% ○ 今後も目標達成を目指すこと

9

筒　井　正　治

吉　田　忠　幸

代表者による全体の評価と見直し記録
令和 6年 6月30日

見直しに必要な情報 代表者による見直し
環境管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果] 　[環境経営方針]

①環境関連法規制等の遵守状況（遵守評価記録による） 変更の必要性：　　　□有　　　■無

　環境関連法規制は遵守されています

環境経営の継続的改善に取り組む事

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　特に問題なし

③教育訓練の実施状況

　教育訓練は計画に従って実施されています。

④前回までの代表者の指示事項への対応 [目標・環境活動計画]

　CO2排出量削減の目標達成、出来たが今後もCO2排出量 変更の必要性：　　　□有　　　■無

削減に取り組む

毎年、少しずつでも削減に取り組む事

＜改善への提案＞

　アイドリングのストップの徹底、特に車・重機関係

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
実施状況

環境目標と活動計画
に対するコメント

[その他]　　実施体制

変更の必要性：　　　□有　　　■無

　現状の体制で実施して行く

＜改善への提案＞

[周囲の変化の状況] [総括]

①苦情等受付簿より （環境活動レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

今期の苦情受け付けは０件です 　当活動は本社・作業所は重要だが最も環境負荷が大きいのは

施工現場である。

  今後も施工現場毎に法規制遵守および目標設定が達成出来

るように努力する。

②環境関連法規制等の動向（法改正等）他 るように努力する。

現在環境関連法規制等の改正の情報はありません アイドリングストップ、急発信禁止の徹底を行う。

　当活動は本社・作業所は重要だが最も環境負荷が大きいのは

＜改善への提案＞ 施工現場である。

重機関係のアイドリングのストップ 　今回は産業廃棄物の搬出量が少なかったからCO2排出量

削減が1.88倍の目標達成が出来た。

  今後も施工現場毎に法規制遵守および目標設定が達成出来
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